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令和３年度第３回理事会議事概要 

 

 

 

日 時 ： 令和３年６月１１日（金）１４：００～１５：４７ 

 

場 所 ： 森林総合研究所特別会議室（つくば市） 

      （今泉理事、中西総括審議役、森谷審議役はＴＶ会議で参加）  

 

出席者 ： 理事長               浅野  透 

 

      理事（企画・総務・森林保険担当）  矢野 彰宏 

 

      理事（研究担当）          坪山 良夫 

 

      理事（育種事業・森林バイオ担当）  今泉 裕治 

 

      理事（森林業務担当）        志知 雄一 

 

      理事（法令遵守担当）        井田 裕之 

 

      監事                鈴木 直子 

 

      監事                平川 泰彦 

 

      総括審議役             寺川  仁 

 

      総括審議役             中西  誠 

 

      総括審議役             石原  聡 

 

      審議役               森谷 克彦 

 

      企画部長              小林  功 

 

      総務部長              青柳  浩
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１．開会 

（寺川総括審議役） 

令和３年度第３回理事会を開催いたします。 

本日は審議事項が３件、報告事項が５件です。それでは順次、説明をお願いいたしま

す。 

 

２．議事 

Ⅰ－１ 令和２年度決算について（非公表） 

（１）研究・育種勘定          【研究所：経理課】 

（２）水源林勘定• 特定地域整備等勘定  【森林整備センター】 

（３）森林保険勘定           【森林保険センター】 

※令和２年度決算説明資料については決算報告前のため非公表 

 

Ⅰ－２ 令和２年度事業報告書について（非公表） 

※寺川総括審議役から本件の説明が行われ、審議のうえ理事会で承認された。 

 

Ⅰ－３ 令和２年度及び第４期中長期目標期間における業務実績に関する自己評価書に

ついて（非公表） 

※矢野理事から本件の説明が行われ、審議のうえ理事会で承認された。 

 

Ⅱ－１ 監事の監査報告（案）について（非公表） 

※鈴木監事及び平川監事から本件の説明が行われた。 

 

Ⅱ－２ 令和３年度 研究・育種部門における職員の採用について（非公表） 

 ※青柳総務部長から本件の説明が行われた。 

 

Ⅱ－３ 開発品種等の普及のための技術指導の実施状況（令和２年度）について 

（今泉理事） 

令和２年度の技術指導の実施状況を取りまとめましたので報告します。 

４３ページの表は、林木育種センター及び各育種場が、都道府県や民間の関係事業者

からの要望に応じて現地に出向いたり、あるいは林木育種センター及び各育種場で指導

したり、文書等で指導したものを取りまとめたものになります。 

技術指導の実施状況については第４期中長期目標期間、第５期中長期目標期間におい

て評価における重要なモニタリング指標になっており、林木育種センターのパフォーマ

ンスを測る指標として捉えております。 

令和２年度は新型コロナウイルスの影響により世の中全体で会議等が中止又はオンラ

イン開催に変更になる中、当センターの技術指導は圃場や温室等で実技を交えながら指

導することが多いのでかなりの回数の減少を予想していましたが、思ったほど減っては

いませんでした。「来所（場）者への指導」については半分程度に減っていますが、そ

れ以外については増えている項目もありました。 
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いろいろな背景、事情がありますが、全国でエリートツリーをはじめとした、優良品

種を林業の成長産業化のための大きなベースとして捉えて都道府県等で採種園・採穂園

の整備を進めていこうという動きが着実に伸びてきていることを感じており、技術指導、

要望へのニーズが底堅いものがあるいうことを表していると感じました。令和２年度は

新型コロナウイルスの影響が地方まで及んでいなかったということもあるかもしれませ

んが、いずれにしても今後も要望ニーズは高まっていくことはあっても減ることは無い

と感じております。 

新型コロナウイルスの流行により先が見えない状況ではありますが、感染予防対策を

十分に行った上で、先方の要望には最大限に答えていきたいと思っております。 

 

（鈴木監事） 

 技術指導の実施状況についてはわかりましたが、フォローアップをどの程度行ってい

るのかについて見えてくれば良いなと感じました。 

 

（今泉理事） 

 個別の技術指導毎のフォローアップはしていませんが、都道府県等とは育種協議会な

どさまざまなネットワークを通じて、技術の底上げ等のフォローアップをしております。 

 

（鈴木理事） 

 ありがとうございます。 

 

（浅野理事長） 

 オンラインで開催したものはどの程度あるのでしょうか。 

 

（今泉理事） 

 今回、オンラインで行ったものはありませんでした。技術指導は圃場、温室等で実技

を交えて行うことが多く、オンラインでは難しいところがあるようです。ただし、新型

コロナウイルスは地方にも広がっていることから、今後、オンラインの併用も考えてい

かなければと感じております。 

 

Ⅱ－４ 「令和３年度整備局長等会議」の開催について 

（志知理事） 

 ５月に令和３年度整備局長等会議を開催しましたので、その報告をさせていただきま

す。 

本来は整備センターと整備局及び水源林整備事務所を集めての会議でしたが、新型コ

ロナウイルス感染拡大防止の観点からオンラインでの開催としました。なお、去年は整

備局長までの参加でしたが、今回は水源林整備事務所までオンラインを繋げての開催と

なりました。 

 各局長からの意見として、林業従事者の数が減少しており、今後どうするべきか。主

伐・販売業務の拡大に対応するため、先行で組織体制を整備した九州地方の取組結果を
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九州以外の地方にも普及させなければならない。在宅勤務を広げていく必要があるが、

整備センターは現業が多いことからテレワークといっても何をさせるべきか困っている

等の意見がありました。 

 

（石原総括審議役） 

 この会議の中で、森林業務部の時間をいただき森林保険加入促進について協力をして

いただきたい旨の話をさせていただきました。これからではありますが、連携も始めて

おりますので報告させていただきます。 

 

Ⅱ－５ 森林保険センターにおける一般職員（大卒程度）の採用募集について（非公

表） 

 ※石原総括審議役から本件の説明が行われた。 

 

（寺川総括審議役） 

Ⅲ．その他につきまして、１．２．は従来通りの資料になりますが、新たに３．とし

て「令和３年度５月に森林総合研究所が広報した研究成果」を付けております。これは

林野庁の庁議に出している資料とほぼ同じ資料であり、今回から理事会で情報を提供し

ていきます。 

 最後に全体を通して何か意見はありますでしょうか。 

 

（浅野理事長） 

さきほど森林整備センターと森林保険センターの連携についての話を聞かせていただ

きましたが、県や自治体、事業者とお会いする際、業務上のプラスになるのであれば研

究所の成果についてもぜひ紹介していただければと思います。 

例えば今月３０日、常陸太田に完成する実証プラントでは、木材のリグニンという成

分を使った新しい高機能プラスチックができます。実用化されると地域に工場を作り、

木材の端材を用いてプラスチック製品ができることになります。この技術は自治体等で

も関心が高いと思われます。 

このような情報を積極的に紹介することは組織全体の連携にも繋がるので、ご検討い

ただけばと思います。 

 

（石原総括審議役） 

 個人だけではなく市町村に行く機会も多いのですが、研究成果について意外と知られ

ていない場合も多いので、積極的に活用させていただければと思います。 

 

（寺川総括審議役） 

 ほかに意見がないようなので、議事はこれで終了します。 

次回は７月９日（金）を予定しておりますが、開催方法について後日、連絡させてい

ただきます。なお、次回は林野庁の森林林業基本計画検討室の方から次期基本計画につ

いての説明をしていただき、その後、意見交換をする時間を設けたいと考えております
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ので、よろしくお願いします。 

これにて令和３年度第３回理事会を終了いたします。 

 

３．閉会 


